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１． ９月12日㈫七日町ワシントンホテル様にて姉妹クラブ交流40
周年記念誌作成委員会が開かれ、その中で発刊にあたり交流
の思い出を、中津、山形南から各クラブ５名ずつご寄稿をお
願いしたいと思っております。また、「これからの交流を考える」
をテーマに座談会も開催する予定です。

２．９月19日㈫亀松閣様にて山形南RC2022-2023年度理事役
員お疲れ様会を開催しました。皆様と一緒に昨年度の思い出
を語り合い素晴らしい時間となりました。

３．10月１日㈰ロータリー奉仕デー「最上川物語」清掃活動が
開催されます。

４．10月例会プログラム予定表のFAX送信が遅れていて大変ご
迷惑をおかけしております。

５．本日臨時の理事会を開催致します。

　ニコニコBOX　 佐々木　啓充 君
浅野　裕幸君　10月１日ロータリー奉仕デー参加ありがとう

ございます。
伊勢　和正君　会員増強ご協力よろしくお願いいたします。
長沢　一好君　山形新聞に記事が掲載されました。
佐藤　　竜君　山形新聞に記事が掲載されました。
本間　安信君　チェリーランドと戸沢村の連携協定が締結さ

れました。

会長挨拶 　皆様こんにちは。はじめにお
客様をご紹介させていただきま
す。山形市教育委員会 社会教育
青少年課 課長 佐藤哲也様、同じ
く課長補佐 青木秀貴様、本日は
佐藤課長より「山形市の青少年
育成」について卓話を頂戴いた
します。よろしくお願い申し上
げます。

　今日の卓話は山形南RC創立50周年記念事業の
一つ「山形市と山形南RCとの青少年の健全育成の
推進に関する協定書」に端を発しております。協
定締結後に「協定書だけで終わりにしない」との
想いから昨年度「山形市青少年育成市民会議」に
入会し、今年度は具体的にどのような活動に結び
つけていけるかを検討し実践するべく、社会教育
青少年課の佐藤課長様にお願いをして会員の皆様
にも青少年育成の現場を知っていただくためにも
本日はおいでいただきました。これを機に山形南

RCの新しい継続奉仕事業に繋がっていけば幸いで
ございます。
　50周年記念から早いもので１年４ヶ月が経過し
ました。この１年数ヶ月の間でも世の中は大きく
変わりました。当時は新型コロナウィルスの問題
のさなか「通常開催できるのか？」「中止・延期す
べきでは？」とのご意見も聞かれました。タイミ
ング的にも難しい中、大久保実行委員長とクラブ
の皆様の「ロータリーの友情と親睦を大切にした
い」想いから、感染防止対策を十分にして、記念
式典・山形南RCが誇る「クールジャパン山形を語
る」の記念講演・多くのロータリアンをお迎えし
た記念祝賀会・中津RCとの交流会とフルスペック
で開催されました。１年たった今、当時の開催に
おける苦労が思い出されます。しかし山形南RCら
しい友情と親睦に満ちた、個人的には大成功の創
立50周年記念であったと思います。その成果の一
つとして本日の卓話である未来に向けた青少年奉
仕に繋がっているのではないかと考えます。

委員会報告

本日のお料理本日のお料理
とんかつ玉子とじ、里芋と烏賊の煮物、
滑子おろし、浅漬け、ごはん、
わかめ豆腐汁、とろとろ杏仁豆腐

第2392回例会 2023-9／26（火）天気（曇）

例会場：パレスグランデール 司会進行（SAA）：丹野　善将 君
点　鐘：PM12：30　浅野　裕幸 会長 ロータリーソング：「我等の生業」
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ゲスト卓話

９月臨時理事会報告　・10月17日の米山奨学会卓話例会をお試し例会とする。

◇１０月の記念日◇

会員誕生日　丹野　善将 君・菊地　賀治 君・間木野仁美 君
結婚記念日　大久保章宏 君・青山治右衛門 君・鈴木　政康 君・菊地　賀治 君
　　　　　　奥村　健二 君・寺﨑　利彦 君・谷口　義洋 君
奥様誕生日　三沢　　寛 君・大久保章宏 君・齋藤　伸治 君・谷口　義洋 君
企業創立記念日　奥村　健二 君・菊地　賀治 君

本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率
５０名 ２７名

※本日の結果は２週間後に報告
※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

　青少年育成の目的は次代を担う健全な人づくりのため、山形市の将来を担う青少年が、心身ともに
健やかに、たくましく成長していくように、行政・家庭・学校・地域と連携し、時代に適応した青少
年の健全育成・非行防止対策・安全・安心の環境づくりを推進している。

　山形市社会教育青少年課
　　　課長  佐　藤　哲　也 氏

「山形市の青少年育成について」

連携団体
① 構成
・市民有志により、会費制で自発的に構成された市
民団体で、青少年健全育成や非行防止活動の推進
を目的に活動している。

1 社会の一員としての意識向上の促進(自転車の乗
り方、スマホの使い方等、高校生マナーアップ
運動)

2 明るい家庭・地域づくり運動を展開(物づくり教
室による家族の対話促進)

3 自ら伸びようとする自覚を高める活動(小中高校
生の良い行いへの表彰)

4 関係機関、団体との連携協力による活動(時勢に
沿った研修会/講演会開催)

② 会員数 231件(134個人 ：市議、青少年育成推進員、
一般94団体 ：町内会等、健全育成団体、教育)
＊連携団体
・子どもたちの健やかな成長を目的に、教育の支援
など幅広い分野での地域に根差した社会奉仕活動
の共通認識をもつ。
・青少年の健全育成・非行防止活動及び学習支援等、
自主的活動を展開する団体等に活動運営のための
補助金等を交付し活動等を支援する。

［その他の連携団体］
・山形市子ども会育成連合会
・山形市PTA連合会協働活動等への参加

今後の連携について
　当面の間は、「青少年の安全・安心の確保に関する
こと。」について、以下の二点を連携内容とする。また、

活動方法やスケジュール等、具体的な内容につい
ては、山形南ロータリークラブ奉仕プロジェクト・
青少年奉仕委員と協議し決定する。

⑴ 青少年指導センターとの連携による街頭指導活動
① 実施日
・放課後の下校時に合わせた、平日の夕方や夜間。
・夏休み/年末年始/春休みなど、長期休業期間
や運動会/総体/新人戦など一斉振替休校日と
なる日の昼間。

② 内容
・多くの目で子どもたちを見守る非行防止活動
として、専門指導員と一緒に、駅前・七日町等、
繁華街や郊外の大型ショッピングセンターな
どで行う声がけによる巡回活動。

⑵ 山形市青少年育成市民会議の会員としての街頭
指導活動

①実施日
・放課後の下校時に合わせた、平日の夕方や夜間。
②内容
・主に高校生を中心に、社会の一員としての意識
の向上を促す活動で、山形駅での啓発ティッ
シュ配布による高校生マナーアップ運動。自転
車の乗り方やスマホの使い方を啓発する活動。

③その他協賛等
・街頭指導などで使用する非行防止等に関する
啓発グッズの協賛等を相談

※上記以外の連携内容については、今後双方の協
議により検討する。


